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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者
	クラブ　江ノ島ヨットクラブジュニア　学年　中学三年　　　氏名　藤本優    

	大 会 名
	2011アジア選手権大会

	開 催 地
	シンガポール

	大 会 期 間
	7月22日～7月30日

	セールNo
	JPN3183
	最 終 順 位
	26位


	気温、水温

ウエアについて


	気温は日本と同じくらい暑かったです。

水はあたたかかったので、たくさん泳ぎました。

ウエアは、日焼けをしないように、長袖を着て、下は短パンをはきました。

船の中がすべりやすかったので、いつもブーツを履いていました。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	風は強弱が激しく、よく大きくフレました。

波は、風が吹いてくると大きくなりました。

潮などの影響は、多少ありましたが、思ったほどではありませんでした。

また、空港のすぐ近くでしたが、飛行機のおこす風の影響はありませんでした。　

	　セッティングで

注意したこと
	できるだけ、いつも自分がのっている船に近づけようと注意しました。

いつも通りのセッティングを心がけました。

現地で不足がないように、日本で入念に準備しました。

	　セーリングで

　注意したこと


	とにかくいつもの実力を出し切ること意識しました。

走りは、海外の選手と比べて問題なかったです。

反省としては、スタートの技術がまだまだ身についていなかったことです。

	　海上で練習した

こと
	セットの確認のため、すべりました。

潮をはかりました。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	いつも通りできました。

ただ、藻が引っかかっていた時がありました。おそかったです。



	　スタートは、

　どうでしたか？
	これからの課題です。

海外の選手は、とにかくスタートが上手だと思います。

一度も一列目でスタートできませんでした。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	基本的には良かったです。

しかし、3マークからの上りでたまに順位を落としました。

3マークからは、順位が上がる人と落ちる人の分かれ道、という感じでした。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	まずはスタートだと思います。

それとチームの雰囲気もだいぶ違いました。

プロのコーチが付いているのもすごいなと思いました。

あと、精神的にも体力的にも、自分が劣っているのではないかと思いました。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	いつものクラブでの練習が役立ちました。

ナショナルチーム合宿は、日本チームの団結力につながったと思います。



	　国内の練習で

　足りなかったこと


	基本動作とスタート練習。

一番足りなすぎた練習は、チームレースの練習です。



	　印象に残った

外国選手は？

　
	タイの選手とシンガポールの選手です。

その2チームがチームレースで戦っていた時、すごく感動しました。

チームレースでは、自分じゃ比べ物にならないと感じました。

あの人たちは本当にヨットが大好きなんだと思いました。

	　今後の課題と

　目標は？
	今年の全日本で終わりなので、ベストを尽くしたいです。

特にスタートを頑張ります。

	　ＪＯＤＡへの要望
	ナショナルチーム合宿では、チームレースの練習を増やしてほしいです。



	　

その他

来年参加者への

アドバイス等何でも
	英語の勉強をして行くと、より楽しめます。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

